
国際学会“ICIUS2022”への参加報告 

2022 年 8 月 9 日～12 日の 4 日間、徳島市内で開催された ICIUS2022 (The 18th International Conference on 

Intelligent Unmanned Systems)に参加しました。この会議では、無人システム「Unmanned Aerial Vehicle (UAV、以下U

とVは同略)、U-Ground-V (UGV)、U-Surface-V (USV)、U-Underwater-V (UUV) など」やロボット工学、オートメーシ

ョンおよびインテリジェントシステムの分野における62編の研究発表がされました。 

当社は、“No-GPS Navigation”のセッションにおいて、“Indoor-outdoor Seamless Flight System Mounted on UAV”と

題して、現在サポイン事業※として徳島大学の三輪准教授、芝浦工業大学の中川教授と開発を進めている「インフラ点

検用UAV」について発表しました。 

この UAV は、橋梁やダムなどの GNSS 衛星電波が受信し難い土木インフラの点検を目的とした機体です。機体を

傾けない水平飛行、屋内外シームレス飛行および撮影画角再現飛行等の機能を搭載した機体となる予定です。     

今回の発表の主な内容である屋内外シームレス飛行機能は、精度良くGNSS測位ができる屋外環境からそうでない

屋内環境へシームレスに移動し、屋内環境においても屋外環境と同様の自己位置推定が行えるような飛行を実現す

るものです。（特許出願中） 

また、学会ではインフラ点検 UAV と親和性の高い技術も多々発表されていました。その一つに菱田技研工業㈱の

水素燃料電池を搭載した壁面吸着 UAV は、強力な吸着グリッパを壁面に吸着し、プロペラを停止しても UAV を長時

間その位置を保持でき、打音調査等を可能としています。 

当社ではこのような技術との融合を図り、インフラ点検UAV開発や今後の技術開発を通して、より社会に貢献できる

ような製品やサービスを提供できるようにしていこうと考えております。 
※サポイン事業 ： 戦略的基盤技術高度化支援事業。中小企業・小規模事業者が大学・公設試等と連携して行う、ものづくり基盤技術の高

度化につながる研究開発やその事業化に向けた取組を最大3年間支援するもの。 

ICIUS2022 公式サイト :  https://icius2022.itlab.org/

あわせて弊社ホームページもぜひご覧ください。https://www.krcnet.co.jp/topicsweb/topics174.htm
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今年もあっという間に盆が明けて、夏も終盤に差し掛かってきました。相変わらず新型コロナウイルスの影響で故郷

に帰りにくい状況が続く中、お墓参り等が気になった方も多いかもしれません。せめて便りだけでもと、久しぶりに親戚

と連絡を取り合った盆だったかもしれません。ところで、日本語には音沙汰(おとさた)という言葉がありますが、「音り」と

書いて(たよ)りとも読みます。来年こそは、気兼ねなく家族や友人と会って声を聞けますようにと、ささやかな「たより」を

したためながら、もう秋を知らせる虫たちの鳴き声が聞こえてくることに気が付いた次第です。 
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